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令
和
４
年
第
２
回
定
例
会

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度
公
立
甲
賀
病

院
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

〇�

歳
入

�

16
億
７
８
５
３
万
円

〇�

歳
出

�

16
億
７
７
６
９
万
円

〇
歳
入
歳
出
差
引
額

�

83
万
１
千
円

�

翌
年
度
へ
繰
越

【
負
担
金
内
訳
】

　
湖
南
市�

１
億
７
５
４
５
万
円

　
甲
賀
市�

４
億
８
７
３
３
万
円

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
６
号

令
和
４
年
度
公
立
甲
賀
病

院
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

●
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

�

１
万
５
千
円
を
増
額

●
補
正
後
の
額

�

17
億
７
０
２
１
万
円

　
歳
入
の
う
ち
諸
収
入
お

よ
び
歳
出
に
お
い
て
地
方

債
を
追
加
す
る
も
の
で
、

理
由
は
令
和
４
年
３
月
に

法
人
借
入
の
企
業
債
利
率

の
増
に
よ
る
補
正
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
７
号

地
方
独
立
行
政
法
人
公
立

甲
賀
病
院
組
合
第
２
期

中
期
目
標
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

甲
賀
保
健
医
療
圏
域

（
甲
賀
市
・
湖
南
市
）の
地

域
住
民
に
高
度
医
療
や
良

質
で
安
全
な
医
療
、
介
護

を
提
供
す
る
た
め
設
置
さ

れ
て
い
る
中
核
病
院
と
し

て
、
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
病
院
運
営
を
図
る
た
め
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
４
年

間
の
中
期
目
標
を
定
め
る

も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
承
認

一
般
質
問

・�新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
発
熱
外
来
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
　
他
１
件

問
　
市
長
任
期
後
半
の
所

信
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答

　行
政
の
考
え
方
・
や

り
方
の
変
革
は
継
続
し
な

が
ら
掲
げ
た
施
策
の
実
現

を
め
ざ
し
、
小
規
模
多
機

能
自
治
の
湖
南
市
独
自
の

形
を
確
立
し
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
自
治
基
本

構
想（
案
）の
策
定
を

問
　
湖
南
市
の
め
ざ
す
小

規
模
多
機
能
自
治
は「
行

政
や
地
域
、
民
間
事
業
者

が
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」と

な
り「
中
学
校
区
を
範
域
」

と
し
て
、「
医
療
、
介
護
、

福
祉
な
ど
の
地
域
に
密
着

し
た
サ
ー
ビ
ス
や
、
分
散

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
」す
る
と
と
も
に
、「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

等
に
基
づ
く
公
共
施
設
の

再
編
、
職
員
の
配
置
等
、

小
規
模
多
機
能
自
治
の
下

の
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
」と
し
て
お
り
、
一

般
的
な
小
規
模
多
機
能

自
治
と
は
、
そ
の「
主
体
」、

「
範
域
」、「
取
り
組
み
や

サ
ー
ビ
ス
」、「
関
連
す
る

公
共
施
設
等
の
計
画
」等

に
お
い
て
異
な
る
、
湖
南

市
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。

「
湖
南
市
版
小
規
模
多
機

能
自
治
基
本
構
想（
案
）」

を
策
定
し
て
市
民
に
示
し
、

議
会
に
提
案
す
べ
き
で
は
。

答

　「
湖
南
市
版
小
規
模

多
機
能
自
治
基
本
構
想

（
案
）」
を
早
期
に
策
定
し
、

議
会
に
提
案
し
ま
す
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

と
信
賞
必
罰

問
　
職
員
が
厳
し
い
局
面

で
職
務
を
遂
行
す
る
に
は
、

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」の
高

揚
が
必
要
で
す
。
そ
の「
や

る
気
」を
生
み
出
す
た
め

に
は「
信
賞
必
罰
」が
大
切

に
な
る
の
で
は
。

答

　職
員
の
功
績
に
賞
を

与
え
る
表
彰
規
定
は
卓
越

し
た
功
績
を
必
要
と
す
る

こ
と
か
ら
適
用
は
難
し
い

部
分
が
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
人
事
考
課
制
度
の
充

実
や
、
違
っ
た
報
奨
制
度

を
検
討
し
ま
す
。

市長任期後半の所信を問う！

無会派●森　すなお 議員

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

議
案
第
7
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
組

合
条
例
の
一
部
改
正
を
専

決
処
分
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
承
認

議
案
第
8
号

令
和
３
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

歳
入
総
額

�

46
億
2
3
0
3
万
円

歳
出
総
額

�

45
億
7
3
3
7
万
円

歳
入
歳
出
差
引
額

�

4
9
6
6
万
円

主
な
歳
入
決
算
額

　
収
入
総
額
の
61
・
06
％

を
占
め
る
甲
賀
市
・
湖
南

市
の
負
担
金
総
額
は
28
億

2
2
9
8
万
円
で
対
前
年

度
比
で
は
３
・
31
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
処
理
施
設

基
幹
的
設
備
改
良
事
業
等

の
財
源
に
充
て
る
た
め
組

合
債
と
し
て
８
億
１
５
４

０
万
円
を
発
行
、
ま
た
市

指
定
ご
み
袋
に
係
る
収
入

が
１
億
７
１
２
５
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
歳
出
決
算
額

目
的
別
で
は
、
衛
生
費

が
50
・
75
％
の
23
億
２
０�

７
５
万
円
を
占
め
、
続
い

て
消
防
費
が
全
体
の
38
・

９
％
の
17
億
７
９
０
０
万

円
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
性
質
別
で
は
人

件
費
が
17
億
７
１
８
３
万

円
で
歳
出
全
体
の
38
・75
％

を
占
め
、
次
い
で
ご
み
処

理
施
設
基
幹
的
設
備
改

良
事
業
等
の
普
通
建
設

事
業
費
が
13
億
７
５
３�

１
万
円
で
全
体
の
30
％
を

占
め
て
い
る
と
い
う
内
容

で
す
。

全
員
賛
成
で
認
定

議
案
第
9
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

前
年
度
の
決
算
認
定
に

関
連
す
る
項
目
の
補
正
措

置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

湖南市議会だより 10

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問


